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研究成果の概要（和文）：人々の批判的ウェブ検索行動について理解を深め，批判的ウェブ検索行動を支援する
技術の実現に取り組んだ．
主な成果として（１）正しい情報や信頼できる情報獲得に対する態度と普段のウェブ検索行動との関係を明らか
にした．また，（２）同じ目的を達成しうる代替となる行動をウェブから自動的にマイニングしてくる手法の開
発した．さらに，（３）ウェブページの信憑性や主張が，検索ユーザの行動や検索後の意思決定に与える影響を
明らかにした．

研究成果の概要（英文）：In this research project, we better understand people's critical Web 
searching behavior and develop methods of supporting people's critical Web searching behaviors. The 
main research outcome of this research project can be summarized as follows. (1) We investigated how
 people carefully search for the Web to obtain credible and accurate information. (2) We developed a
 method for mining alternative actions for a given query by leveraging a community Q&A (cQA) corpus.
 (3) We also investigated how the search behaviors and decision outcomes of searchers were affected 
by the documents they encountered during their search process.

研究分野：情報検索

キーワード： 情報検索　批判的ウェブ検索行動　探索的検索

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日々のさまざまな意志決定において，ウェブ検索を通じた情報収集が重要な手段となる一方で，信頼性の低いウ
ェブ情報や，誤った情報の拡散などが重要な社会的課題となっている．
そのような状況のなか，本研究で開発した技術や得られた知見は，ユーザが検索している内容に対して，ユーザ
が気付いていない方法を含む情報の検索を促したり，ユーザがより多くの情報を獲得しようとするための検索結
果の提示方法などに繋がる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日々のさまざまな意志決定において，ウェブ検索を通じた情報収集が重要な手段となる一方
で，信頼性の低いウェブ情報や，誤った情報の拡散などが重要な社会的課題となっている．たと
えば，Sillence らは健康情報に関するウェブページの半数以上は医療関係者によるチェックを受
けていない報告している．また，Whiteは健康情報に関する yes--no型の検索クエリの半数は，1
位の検索結果が誤った情報を提供していたと報告している． 
また，そうしたウェブ情報を利用するユーザ側に対しても，信頼性に対する意識の欠如が指摘
されている．半数以上のユーザが検索エンジンの返す検索結果を信頼しているという報告や，ミ
レニアル世代と呼ばれる比較的若い世代はウェブ上のニュースや広告の信頼性に対する意識が
低いという報告などもある． 
 
２．研究の目的 
本研究の目標は，現状の人々の
批判的ウェブ検索行動の実態を明
らかにするとともに，本研究で実
現した技術を用いることで人々が
信頼性の低い情報を鵜呑みにする
のではなく，より適切な意思決定
を行う社会の実現である．具体的
には，図 1に示すように，（課題 A）
批判的ウェブ検索行動と思考特性
の関係分析，（課題 B）タスク-サブ
タスク構造情報を利用した代替情
報マイニング技術，（課題 C）批判
的ウェブ検索行動を支援するイン
タラクション技術，の 3 つの課題
に取り組んだ． 
 
３．研究の方法 
本研究では，主に以下の 3つの研究課題について取り組んだ． 
 
（１） 信頼できる情報獲得に対する心がけと普段のウェブ検索行動の関係分析 
日常的に批判的ウェブ検索をどの程度意識してウェブ検索エンジンを利用しているのか，と
いう人々の批判的ウェブ検索行動に対する意識と，その意識の違いが普段のウェブ検索行動に
どのような差を生じさせているのかを分析した． 
具体的には，人々の批判的ウェブ検索行動に対する意識をアンケート調査により測定し，そのア
ンケート結果と人々と 1 年間のウェブ検索ログとを関連付けながら分析した．アンケート調査
による測定項目としては，「ウェブ情報と検索結果に対する信じやすさ」，「検証態度」，人間の思
考特性を測定する「Need for Cognition（NFC）」，「Faith in Intuition（FI）」，「Flexible Thining」，
「一般的信頼」および学歴を測定した．また，普段の検索行動として，2016 年 10 月 1 日から 
2017 年 10 月 31 日の期間における Yahoo!検索が提供するウェブ検索エンジンのクエリログ
を収集し分析した． 測定した項目としては，セッションあたりのクエリ投入数，滞在時間，検
索結果クリック数，クリックする検索結果の順位の分布などを測定した．これらの分析を組み合
わせることで，検索ログ分析から得られる普段の検索における行動と，アンケート調査から得ら
れる人々の検証態度との関係を明らかにすることができる． 
 

（２） コミュニティ QAコーパスからの代替行動マイニング 
検索ユーザが達成したい実世界での「目的」とそれを達成する「方法」という構造を考え，同
じ目的を達成する行動を「代替行動」と定義（図 2）し，代替行動をテキストデータから学習す
る方法に取り組んだ．たとえば，
「睡眠薬を接種する」という行動
を表すテキストを入力として受け
取り，「ホットミルクを飲む」，「カ
モミールティを飲む」のように，同
じく睡眠の問題を解決する可能性
がある行動を自動的にマイニング
する．このような技術を実現する
ことで，ユーザが気づいていなか
った方法をユーザに提示すること

 

図 1: 研究のフレームワーク 

 

 
図 2: 代替行動 



ができる． 
 

 
（３） 文書の意見および信憑性が検索における意思決定に与える影響の理解 
「シナモンは糖尿病の改善に効果的か」，「乳製品は高血圧の予防に効果的か」のような，ある
方法が症状の改善に有効かどうかをウェブ上の情報収集により判断する検索タスクを対象とし
て，検索結果中に出会うページの信憑性やページの意見がユーザの意思決定に与える影響を分
析した． 
具体的には，文書の種類として，（a）ユーザの事前の信念と一致した意見を主張しているか，
相反する意見を主張しているか，（b）表面的信憑性が高いデザインか，表面的信憑性が低いデザ
インか，という 2つの要因を用意し，ユーザに提示する検索結果の 1部をこの要因によって操作
することで，文書の意見や信憑性がユーザの検索行動および意思決定に与える影響を分析した． 
 
４．研究成果 
本研究における主な研究成果について述べる． 
 
（１） 信頼できる情報獲得に対する心がけと普段のウェブ検索行動の関係分析 
正しい情報獲得に対する検証態度および他の要因との関係をアンケート調査により明らかに
した．表 1は，アンケート調査から得られた，実験参加者の回答の要因間の相関を表している．
検証態度と，Need for Cognition との正の相関がみられた．一方，検証態度とウェブ情報と検
索結果に対する信じやすさは，極めて弱い負の相関であった．このことは，一般的にウェブ上の
情報を信じない傾向が必ずしもウェブ上での検証行動を心がけることには結びつかないという
ことが考えられる． 
また，検証態度と検索中にクリックする文書の順位の分布を調査した結果，検証態度の高いユ
ーザほどそうでないユーザと比
べて 1 位の検索結果をクリック
する割合が低くなっていること
が分かった．この結果の 1 つの
解釈としては，検証態度の高い人
ほどポジションバイアスの影響
が小さいため，他の人に比べて上
位の検索結果をクリックする代
わりに下位にある検索結果をク
リックする割合が多いのではな
いかと考えられる． 
 
主な成果:  
Yamamoto et al: Exploring People’s Attitudes and Behaviors Toward Careful Information Seeking in Web 
Search, ACM CIKM 2018, pp.963-972, 2018. 
 
 
（２）コミュニティ QAコーパスからの代替行動マイニング 
Yahoo!知恵袋や Reddit などに代表される質問応答サービスに蓄積されたデータ（QA コーパ
ス）に着目し，QA コーパス中の質問と回答の関係を用いて代替行動をマイニングする手法を実
現した．質問から目的を表すフレーズ，回答から代替行動の候補となるフレーズを抽出し，質問
と回答の構造を用いてフレーズ集合を図 3に示すような 2部グラフとして表現し，SimRank を適
用することで，2つの行動の代替行動としての適合度を計算する． 
実験では，（a）既存のウェブ検索
エンジンから得られるクエリ推
薦，（b）既存のウェブ検索結果中に
頻出するフレーズを利用する手
法，（ｃ）既存のウェブ検索結果に
多様化手法を適用し，頻出しかつ
多様なフレーズを抽出する手法と
比較を行った． 
その結果，表 2 に示すように，
提案手法がそれらの比較手法と比
べて，最も高い精度となることが
確認された． 
 

図 3: 質問と回答を利用した代替行動マイニング 

 

表 1: 検証態度および他の要因間の相関係数 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
主な成果: 
Pothirattanachaikul et al: Mining Alternative Actions from Community Q&A Corpus 
Journal of Information Processing, Vol. 26, pp. 427-428, 2018. 
 
 
（４） 文書の意見および信憑性が検索における意思決定に与える影響の理解 
275 名の被験者から得られたデー
タを分析した結果，主に以下のよう
な知見を得た．(1) 被験者は検索前
の信念と相反する意見を含んだ文書
に遭遇すると，より多くのクエリを
投入し．(2) また，表 3に示すよう
に，検索前の信念と相反する意見を
含んだ文書に遭遇すると，検索後に
検索前とは反対の信念へと変える可
能性が高くなった． 
さらに，この信念の変化と (1) で
見られたような検索行動の違いは認
められなかった．これらの知見は，
ユーザの事前の信念と相反する文書
を検索結果の上位に配置すること
で，ユーザが慎重に情報を収集する
可能性があることを示唆していると
ともに，ユーザの興味や嗜好に基づ
くランキングがユーザの確証バイア
スをより強くする可能性があること
を示唆している． 
 
主な成果:  
Pothirattanachaikul et al: Analyzing the 
Effects of Document’s Opinion and 
Credibility on Search Behaviors and 
Belief Dynamics, ACM CIKM 2019, 
pp.1653-1662, November 2019. 
 

表 2: 代替行動マイニング手法およびベースラインでの実験結果 

 

表 3: 検索前後のユーザの信念および検索結果中に

提示する文書の意見と信憑性の関係 
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ウェブ検索ログを用いたユーザの商品購買行動予測

CQAコンテンツからの類似する悩みの発見

提示型検索モデルに基づくミュージアム鑑賞体験の提案
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